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研究成果の概要（和文）：本研究では、人間の体験、思い等が「語り」という形式を取る際にい

かなる問題が生じ、これを考察するにあたっては、どのような研究アプローチを取るべきなの

かという原理的な問題を考察するとともに、「語り」として立ち現れた文学テクストを、東アジ

アの歴史的、文化的、思想的文脈において具体的に検討した。それらは「経世の語り」「個人の

語り」および「宗教的体験の語り」として分類され、それぞれその特質が明らかにされた。 
 
研究成果の概要（英文）： Our research project addressed the issues of narrative form, in 
which various human experiences has been accumulated entailing their individual 
interpretative perspectives. It also addressed the issue of how the literary narratives 
should be approached and what theoretical frames be applied to them, taking into account 
historical, cultural, and philosophical contexts in East Asia. Some literary texts were 
discussed and categorized into “political narrative,” “personal narrative,” and “religious 
narrative,” with their elucidated characteristics. 
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１．研究開始当初の背景 
（１）年来の欧米での研究の進展が著しい、
語りの研究 Narrative Studies に対応する、
日本における研究がやや手薄であるという
意識から、欧米の語りの研究（Narrative 
Studies, Narrative Theory, Narratology 等）
の直接的な紹介におわることのない、日本語
という言語と、日本を取り巻く東アジアの言
語、及びその文学伝統にしっかりと根ざした

「語りの理論」の構築が求められた。 
（２）語りの研究 Narrative Studies は、「語
り」を文学テクストのみに限定されない、人
間の社会的活動の全領域のなかで考察する
傾向を持つに至っている。その点こそが、１
９８０年代において一応の完成を見たかに
見えた「物語論 Narratology」と、現在の語
りの理論を区別するものであり、認知科学等
の進展に刺激を受けた Narrative Theory を
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包括しての、語りの研究 Narrative Studies
の興隆をもたらしたものである。本研究も、
その点を踏まえ、まずは言語的事象として考
察できる語りの「論理」と、語りの社会的意
味を問う「倫理」の両面から探ろうと考えた。
これは、近年のポスト・コロニアリズムの研
究に刺激された日本及び東アジアの文学の
読み直しが、最終的には語りの「倫理」の問
題に帰着する部分を有するという見通しを
得たことにもとづく。 
（３）分担者である宮本久雄は、すでに金泰
昌氏との共編で「シリーズ物語り論」三巻（東
大出版会）を出版していたが、そこでの成果
を生かす形で、「語る」という行為の文法、
論理、そして「語る」場において意識される
他者との共生空間と、その倫理性を、語りの
テクストを東アジアに限定して追求しよう
と考えた。 
（４）本研究は、一部の研究者によって研究
が進められていながら、日本の文学研究にお
いて、必ずしもその成果が共有されていると
は言い難い Narrative Studies を、日本およ
び 東 ア ジ ア の 文 脈 で 再 考 し 、 欧 米 の
Narrative Studies と日本の文学研究との架
橋を試み、語るという行為の倫理性にまで踏
み込んで研究することを志した。 
 
２．研究の目的 
「語ること」あるいは「語り」の論理につい
て、近年の欧米の Narrative Studies、
Narrative Theory 等の成果を参照しつつ、日
本及び東アジア固有の「語り」の場を意識し
つつ、理論的な考察を行うとともに、これを
「経世の語り」と「個人的体験の語り」とい
う二つの側面から、その特質をあきらかにす
ることを本研究の目的とした。日本及び東ア
ジアには、漢文脈の伝統を受け継いだ語りの
文法と論理があり、それらが、近代における
多くの苦難に満ちた歴史背景のなかで、「経
世の語り」と「個人的体験の語り」の両面に
おいて、発現してきたと考えられる。その点
を、具体的な資料、とくに文学作品の検討を
通じて検討した。 
 
３．研究の方法 
本研究では「語り」の論理についての理論化
の作業と、「語ること」の倫理に関する歴史
的、思想的考察を行ったが、これを具体的な
例に即して展開するために「経世の語り」と
「個人的体験の語り」という二つの側面を強
く意識しつつ研究を行った。また、日本およ
び東アジアにおける「語り」を考察する上で、
言語的、地域的な区分も必要となった。そこ
で、研究代表者、研究分担者、及び連携研究
者で、以下のように研究の分担を行った。 
［テーマ的区分］ 
 総括：菅原克也 

 語りの論理と「経世の語り」：斎藤希史、
井上健、徳盛誠 
 語りの倫理と「個人の語り」：宮本久雄、
李建志 
［地域的区分］ 
 総括：菅原克也 
 日本：宮本久雄、井上健、徳盛誠 
 中国：斎藤希史 
 韓国：李建志 
 以上のような大まかな区分を立てつつも、
研究代表者を中心に、研究会を組織し、内外
の研究者を招聘しての講演会、シンポジウム
等を行い、「語り」の研究に関する研究の重
要性を訴え、日本における「語り」の研究の
一中心を構築することをめざした。そのため
に、まずは大学院生をも加えた Narrative 
Studies に関する勉強会を立ち上げた。また、
これまで交流の実績を積んできた、台湾大学、
韓国外国語大学校との学術交流を維持・継続
しつつ、「語り」に関する共同研究を推進し
た。さらに、東アジアの文脈での「語り」の
理論の構築を、欧米の物語分析の研究の場に
組み込むことをめざし、国際比較文学会（Ｉ
ＣＬＡ）での活動を、研究成果の交流を行う
ための重要なチャンネルとして生かした。 
 
４．研究成果 
（１）具体的な研究成果は、「５．主な発表
論文等」の通りであるが、韓国外国語大学と
台湾大学との継続的な学術交流が維持でき
たことは、本研究の国際的視野を確保する上
で重要であった。また、研究者分担者宮本久
雄の研究により、当初考えていた東アジアの
歴史的経験と語りという境域を超えた、ユダ
ヤ・キリスト教的な伝統と、ヨーロッパ近代
の苦難の語りについての研究を進め得たの
は大きな成果であった。 
（２）地域的な歴史的固有性に根ざした研究
がいつかの重要な成果を上げたのに比して、
東アジアの伝統を意識した「語り」に関する
理論的な研究は、当初の見込みほど進展させ
得なかった。これは、一般的な理論を構築す
る作業そのものの困難さと、理論的な研究を
推進するにあたっての共同研究の困難さ自
覚を促すかたちになった。これは今後の研究
の課題となるであろう。 
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